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第 1 章では，タイ国の廃糖蜜より分離した凝集沈降能の高い酵母TJI 株の分類学的性質を検討し，
Sαcc.加romyces cereuisiae と同定している。
第 2 章では ， S. cereuisiae T J 1 株の強い凝集沈降性を利用した菌体再循環連続醸酵によるエタノー
ル生産を行い， 30.1 g / fl ・ h の高い生産性を得るとともに，菌体凝集沈降およびエタノール存在下で
の菌体増殖，エタノール生産を動力学的に検討し，その結果に基づいた本プロセスのモデル化を行うこ
とによって，菌体再循環率と希釈率のエタノール生産性に及ぼす影響を明らかにしている。
第 3 章では， S. cereuisiωTJI 株と泡盛の酸から分離したS.cereuisiaeN 1 株との融合株， AM12株















(1) 強い凝集沈降性を有するおcc加romyces cerevisiae T J 1 株をタイ国の廃糖蜜から分離し，この
酵母を用いたグルコースを基質とする菌体再循環型連続エタノール醸酵において高い生産性30.1 g / 
2 ・ h を得ている。
(2) 酵母の沈降速度を考慮したエタノール醗酵の動力学的解析によって，菌体再循環型連続醸酵におけ
る生産性を目的関数とした最適菌体循環率と希釈率を求めている。
(3) S. cerevisiae T J 1 株と泡盛の酸から分離したS.cerevisiae N 1 株とのプロトプラスト細胞融合
によって， 400Cの高温下でも 124 g / 12 のエタノールを60時間で生産し得る融合株， S.cerevisiae AM 
12株を育成している。
(4) S.cerevisiae AM12株の菌体を再利用する繰り返し流加培養における廃糖蜜の流加政策を，回帰分
析を応用したシミュレーションにより決定し， 5.8 g / 12 ・ h の安定したエタノール生産性を長期に
わたって得ている。
以上のように本論文は，細胞融合によって優れたエタノール醗酵酵母の育種に成功するとともに，エ
タノール醗酵における生産性を図る工学的手法を明らかにしたものであり，醸酵工学の発展に寄与する
ところが大きい。よって本論文は，博士論文として価値あるものと認める。
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